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竜宮城でかわいい演技
初」?を迎えた 11月24目、今金手

節保n戸J十のお遊戯会が町民センタ
ーでHHかれました。
「たも、や 1.;'句めの』嘩おどり 」と

孤;に合わせて楽しそ 3 に踊る鴻)~~

太郎町焼E抽出IJ(写孔) .レ門己そ 1

に見守る会場い っぱいのおかあさ

ん LわがFのかわいい凶技に盛ん

な揃手をおくり、すこ平かな成長

.i-: t)に目を判lめていました。
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すすむ過疎化現象

町
教
育
委
員
会
に

ス
ポ
ー
ツ
担
当
の
森
谷
さ
ん

市
町
村
に
お
け
る
社
会
体
育
、
ス

ポ
l
y
の
振
興
を
函
る
た
め
に
、
今

年
新
蝕
さ
れ
た
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ

主
事
制
度
に

よ
る
派
遣
職

員
と
し
て
、

桧
山
教
育
局

沢

ム

日

J 

十
月

一
日
現
校
で
行
わ
れ
た
国
許
制

査
の
概
数
が
こ
の
ほ
ど
桧
山
支
庁
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
金
町
の
人
口
は

九
千
二
百
七
十
九
人

(男
四
千
四
百
九

十
六
人
、
女
四
千
七
百
八
十
三
人
)
で

前
悶

(
四
十
五
年
)
に
比
べ
九
・
六
%

九
百
八
十
一
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
ま
で

版
制
に
伸
び
て

一
万
二
千
五
百
二
十
八

人
に
な
り
、
こ
れ
を
ピ
l
ク
に
そ
の
後

間
査
ご
と
に
減

っ
て

い
ま
す
。

減
少
率
で
は
、
四
十
年
が
九

・六
%
、

四
十
五
年
が
八
七
%
、
今
回
が
九
。

六
%
と
同
じ
ベ
ー
ス
の
減
少
率
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
過
疎
化
の
波
が
ま
だ
続

い
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
は
、
後
臼
総
理
府
統

計
局
か
ら
就
業
別
、
年
齢
別
人
口
な
ど

の
制
部
が
発
表
さ
れ
次
第
お
し
ら
せ
し

ま
す
が
、
客
観
的
に
は
、
高
校
卒
業
者

社
教
主
事
の
森
谷
直
治
さ
ん
(
お
抜
)

が
こ
の
ほ
ど
町
教
委
の
ス
ポ

ツ
主

耶
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

森
谷
さ
ん
は
、

中
学
校
教
員
か
ら

斜
里
町
教
委
の
社
会
体
育
を
担
当
し

て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
趣
味
は
ス

キ
l
、
水
泳
な
ど
ス
ポ

l
γ
ひ
と
す

じ
と
あ
っ
て
♂
寸
〈
み
な
さ
ん
の
仲

間
入
り
を
し
、
ス
ポ

l
y
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
と
梨
し
い
人
間
関
係
を

つ
く
り
た
い
』
と
絶
っ
て
い
ま
す
。

六
台
の
機
動
力
を
動
員

今
年
の
初
雪
は
例
年
よ
り
遅
〈
温
暖

な
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
十
二
月
下
旬

か
ら

一
円
に
は
各
型
の
気
圧
配
也
と
な

り
、
本
俗
的
な
久
」
一
将
軍
が
や
っ
て
き
ま

す
。
冬
期
の
交
通
網
の
確
保
は
、
み
な

さ
ん
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

問
凶
で
す
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
要
望
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
よ
う
と
、
毎
年
機
動

力
の
鮭
備
会
」
凶
っ
て
除
雪
路
線
を
ふ
や

し
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
は
シ
ョ
ベ
ル

ロ
ー
ダ

l
-
h
(八
行
間

4
問
万
円
)

を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
現
有
の
グ
レ

ー
ダ
ー
一
台
、
ン
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ

一

台
、
除
雪

l
ラ
y
ク
三
台
と
合
わ
せ
て

六
台
の
機
動
力
を
フ
ル
に
動
n
H
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
延
長
約

一
J
、

市
件
旬
新
規
十
二
路
線
な
ど
で
十
四

八
J
が
延
長
さ
れ
、
美
利
河
や
中
里
地

区
の
民
問
委
託
路
線
に
つ
い
て
も
六
路

線
八
J
を
除
可
伊
川
に
加
え
る
寺
ど
、

昨
年
の
総
延
長
八
十
三
J
か
ら
百
七
J

と
大
幅
に
ふ
や
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
街
地
や
困
、
道
々
に
接
続

政
治
資
金
規
制
法
が
改
正

政
治
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
政
党

や
政
治
団
体
の
活
動
が
、
国
民
の
不
断

の
監
視
と
批
判
の
も
と
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ロ
そ
の
た
め
に
は
、
政

党
な
と
の
台
所
を
国
民
の
前
に
ガ
ラ
ス

張
り
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た

政
治
に
不
当
な
庄
力
を
か
け
さ
せ
な
い

た
め
に
、
政
党
な
と
へ
の
寄
附
に
は
節

度
を
も
た
せ
る
必
裂
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
在
ね
ら
い
か
ら
政
治
資
金
規
制

法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
一
月

一
日
か
ら
施
行
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

な
ど
の
若
司
肘
が
大
郎
市
へ
流
出
し
て

い
る
こ
と
、
股
業
の
機
械
化
に
よ
る
労

働
力
の
省
力
化
が
台
も
な
原
因
で
、
現

在
の
産
業
機

mで
は
さ
け
ら
れ
な
い
現

鼻
の
よ
う
で
す
。

一
方
、
世
帯
数
で
は
、
五
十
八
世
帯

減
っ
て
二
千
五
百
九
十
八
世
帯
で
、
前

回
に
比
べ
二

二
%
の
減
。
世
帯
平
均

は
前
回
の
三

-
九
人
か
ら
三

・
六
人
に

な
り
ま
し
た
。

町
内
地
域
の
地
減
で
は
、
都
市
計
画

人
口
が
五
千
二
十
六
人
で
.
前
回
よ
り

二
百
八
十
八
人
減
り
、
今
回
の
減
少
率

の
七
O
%
が
部
落
で
減
っ
て
い
ま
す
。

桧
山
管
内
に
お
い
て
も
、
過
疎
化
の

現
息
は
み
ら
れ
、
1
4
l

町
の
総
人
口
は
七

千
二
百
二
十
二
人
減

(
八

五

%

)
の

ヒ
万
八
千
五
十
人
で
、
瀬
棚
町
の

一
二

四
%
減
を
ト
y
プ
に
上
の
図
、
奥
尻
、

長
い
専
の
生
活
を
住
み
よ
く
、
安
心

し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
、
町
で
は

こ
と
し
の
除
雪
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

園
、
道
と
と
も
に
町
民
の
足
確
保
に

全
力
を
か
た
む
け
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
る
路
線
、
通
、
九
十
路
な
ど
大
認
の
と
き

悩
先
的
に
除
宮
す
る

一
級
路
線
と
そ
の

他
の
二
級
路
線
に
分
け
、
効
率
的
に
巡

行
し
ま
す
。

こ
と
し
新
た
に
除
雪
さ
れ
る
路
線
は

上
記
の
と
お
り
で
す
。

日
進
|
八
雲
間
開
通

道
路
改
良
が
完
了
し
た
道
々
八
恕
l

今
世
線
は
、
A
7
4
か』勺
新
焼
除

E
区
間

に
加
え
ら
れ
、
冬
期
間
不
通
で
あ
っ
た

日
進
小
学
校
か
ら
八
雲
川
上
ま
で
の
十

凶

八

J
が
除
雪
さ
れ
、
念
願
の
各
則

川
開
通
が
実
説
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
昼
夜
と
も
二
車
線
を
確
保

す
る
国
道
二
七
七
号
線
の
三
十
三一
J
は

間
発
建
設
的
が
寒
口
洲
町
除
雪
セ
ン
タ
ー

を
込
山
中
に
し
て
行
い
、
今
金
北
桧
山

線
、
地
ム
H

線
、
鈴
問
娘
、
金
川
町
線
は
土

木
現
業
所
で
強
力
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

最
大
の
敵
、
路
上
駐
車

除
排
吋
作
業
の
最
大
の
附
択
は
路

上
駐
車
で
す
。
除
雪
す
る
道
路
に
は
、

駐
車
し
た
り
物
を
丘
か
な
い
よ
う
に
し

pt 

し
た
。
今
回
の
改
正
は
、

n
M
近
に
お
け

る
国
民
世
論
の
動
向
と
政
党
政
治
的
現

状
を
考
慮
し
、
現
実
に
即
し
た
政
治
資

金
の
授
受
の
規
制
、
政
治
資
金
の
収
支

の
公
開
の
強
化
、
直
人
の
拠
出
す
る
政

治
資
金
に
対
す
る
疎
税
上
の
催
過
そ
の

他
の
格
也
を
綿
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
政

治
活
動
の
公
明
と
公
正
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
政
治
団

体
の
届
山
山
郁
務
な
ど
に

つ
い
て
は
、
従

来
市
町
村
選
挙
管
理
委
日
舎
に
お

い
て

処
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
改
正
後

は
、
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

取
級
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

熊
石
町
四
町
が

一
O
%
以
上
、
九
%
か

ら
八
%
減
が
今
金
、
乙
部
、
大
成
、
厚

沢
部
町
四
町
、
北
桧
山
が
五

・
五
%
、

江
差
三

-
三
%
と
宝
町
が
軒
並
み
減
少

し
て
お
り
、

一
万
人
台
を
維
持
し
て
い

る
の
は
江
差
一
町
と

4
り
ま
し
た
。

管
内
別
町
の
人
口
、
世
帯
数
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

開I 名 世 ti?数 人 に1

江差町 4.222 14，410 
上ゾ園町 2.550 9，013 
厚同部町 2，039 7，379 
乙部町 1.839 . 7.317 
熊石町 . L n84 7，036 
大成町 1.255 4.661 
奥尻町 1，557 5，746 
瀬棚町 1，229 4，585 
北陸山町 2，393 8，624 
今金 町 2.598 9.279 

百十 21.366 78.050 

て
く
だ
さ
い
。
欣
雪
の
朝
な
ど
は
駐
車

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
除
雪
に

よ
る
事
故
が
起
き
が
ち
で
す
。

や
む
を
え
ず
也
く
場
合
に
は
、
必
ず

赤
い
布
告
ど
で
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
街
地
の
昭
和
町
通
り
、
旭

町
通
り
な
ど
は
片
側
駐
車
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
的
自
に
よ
り

-
府
道
路
闘
が

狭
く
な
り
、
長
時
間
の
駐
車
は
除
古
車

の
運
行
を
妨
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
交

通
事
政
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
産

業
会
館
前
の
川
昌
駐
車
場
を
利
用
す
る

な
ど
、
で
き
る
だ
け
路
上
駐
車
は
し
な

い
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
し
た
い
も
の

で
す
。

ま
た
、
除
雪
機
械
は
大
型
化
し
て
お

η
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
干
と
も
の
路

上
遊
び
ゃ
作
業
中
の
除
富
市
中
の
そ
ば
に

近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

( 2 ) 

み
な
さ
ん
の
協
力
を

除
可
作
業
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
か
生

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
除
宮
は
機
械
で

行
う
と
め
、
戸
口
や
支
線
分
岐
点
を
ふ

さ
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
街

地
の
ま
の
ま
わ
り
や
小
路
の
百
は
、
町

内
会
や
近
所
の
方
々
が
協
力
し
合
っ
て

処
理
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

百
捨
て
糊
は
昨
年
と
同
じ
く
今
令
橋

東
側
三
百
口
の
均
所
で
す
。
こ
れ
以
外

の
場
所
、
特
に
排
水
な
ど
に
は
絶
対
投

げ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

物
と
お
金
を
大
切
に

本
況
、
物
価
高
に
よ
る
家
計
へ
の

圧
迫
、
あ
る
い
は
石
油
危
機
の
体
験

を
通
じ
て
物
を
節
約
し
大
切
に
す
る

気
風
が
め
ば
え
、
拙
“
駄
な
消
貨
は
筋

力
抑
え
、
修
織
し
て
使
え
る
も
の
は

使
い
、
外
形
よ
り
も
機
能
を
重
視
し

た
商
品
を
選
び
、
さ
ら
に
は
手
作
り

指
向
と
い

っ
た
実
質
的
、
合
理
的
寺

態
度
が
目
だ

っ
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
の
高
度
成
長
下
で
の
「
消

費
は
美
徳
」
か
ら
「
節
約
は
美
徳
」

が
世
論
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
経
済
は
、
従
来
の
よ

う
な
高
い
成
長
は
望
め
ま
せ
ん
の
で

個
人
山
所
得
も
今
ま
で
の
よ
う
な
大

幅
な
仲
び
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

ー
た
、
資
源
に
限
り
が
あ
る
の
で

生
産
物
の
量
も
お
の
ず
と
限
ら
れ
て

き
ま
す
。
私
ど
も
を
と
り
ま
く
経
済

環
境
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
変
化
し
て
い
く
経

済
社
会
に
合
わ
せ
て
生
活
態
度
を
変

え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
「
消
費
は
美
徳
」
の
時
代
は

終
り
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
を
節
約

す
る
こ
と
が
時
代
の
要
約
な
の
で
す
。

十
二
月
は
年
末
ボ
ー
ナ
ス
や
農
産

物
代
金
が
入
る
時
期
で
す
。

寸其
の

ゆ
た
か
さ
と
は
何
か
」
会
考
え
、
生

活
設
計
を
ふ
ま
え
て
、
合
理
的
、
計

画
的
に
お
金
を
使
い
帯
え
ま
し
ょ
う
。

(3) 
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H

秘
境
の
い
で
湯
M

美
利
河
温
泉
一
帯
の
国
有
林
が
、
十
二
同

一
目
、
林
野
庁
か
ら
「
美
利
河

・
二
股
自
僻
休
養
林
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
地
区
は
、
今
金
町
側
四
百
七
十
九
八
三
一
鈴
、
長

万
部
町
側
二
百
二
十
五

・
六
む
の
計
七
百
五
四
一二
信
の
国
有
林

一
帯
。
中
央
部
を
東
西
に
脱
獄
事
(
ゃ
く
え
ん
げ
リ
六
一
九
五

灯
)
や
丸
山
(
六
七
四
二

M
)
な
ど
の
山
々
が
述
な
り
、
そ
れ

を
境
に
南
側
が
美
利
河
地
区
、
北
側
に
二
股
地
区
が
あ
り
ま
す
。

森
林
は
プ
ナ
を
主
体
に
し
た
広
葉
樹
林
の
原
生
的
な
山
岳
地
帯

で
、
こ
と
に
本
町
の
美
利
河
地
区
は
、
う
っ
そ
う
と
し
た
ブ
ナ
の

天
眼

林
と
並
木
、
消
流
と
奇
岩
の
ピ
リ
カ
ベ
Y
川
、
犬
小
の
滝
、

内
浦
湾
も

一
望
に
見
渡
せ
る
丸
山
の
登
山
遊
歩
道
、
混
巾
棋
の
わ
く

鍾
乳
洞
な
ど
に
固
ま
れ
た
静
寂
そ
の
も
の
の
混
泉
郷
で
す
。

函
館
話
林
局
で
は
、
こ
の
俗
化
さ
れ
な
い
自
然
に
恵
ま
，

'」瑚

壇
を
「
レ
グ
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
の
場
に
」

し
よ
う
と
四
十
六
鉱
品門ぜか

b

祇
年
整
備
を
し
て
き
た
の
が
認
め
ら
れ
、
自
仙
眠
、
休
聾
林
と
↓
「
!日

現
し
た
も
の
で
す
。

、

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
よ
る
と
、
温
泉
の
近
く
に
は
、
遊
間
困
地
、

公
衆
便
所
ゃ
あ
づ
ま
や
風
の
休
憩
施
設
、
h

出
円
以
保
設
区
を
利
用
し

て
小
お
の
森
、
ブ
ナ
の
森
、
薬
草
の
森
に
回
遊
路
を
設
け
、
野
外

卓
ベ
ン
チ
、
巣
箱
、
説
明
板
な
ど
を
設
置
す
る
ほ
か
、
八
十
台
収

脅
の
駐
車
場
、
丸
山
か
ら
薬
猿
京
へ
の
登
山
道
を
開
削
し
ま
す
。

ま
た
、
町
で
も
五
十

一
年
度
か
ら
四
カ
年
の
振
興
事
業
で
一

千

百
四
十
一二
万
円
を
見
込
み
、
管
理
人
舎
、
休
憩
舎
、
薬
草
図
、
公

衆
便
所
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

甚
林
局
で
は
、
五
十
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
総
工
事
貨
二
千

百
四
十
万
円
を
か
け
、
今
年
の
五
月
か
ら
若
手
。
早
ゃ
く
も
七

O

%
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、
来
春
に
は
自
然
探
勝
♂
あ
わ
せ
て
、

登
山
、
ピ
ク
ニ

y
ク
な
ど
の
レ
ク
リ
エ

i

ン
ョ
ン
に
広
く
利
用
さ

れ
、
保
健
休
養
の
機
能
を
発
問
で
き
る
も
の
と
大
き
く
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

¥ 

町民の保健休養の場に
/ 

|恵まれた環境の美利河温泉一瞥l

" 

.. ι .，.Jt//f -1 

温
泉
か
ら
プ
ナ
や
シ
ラ
カ

バ
林
の
附
を
縫
っ
て
二
千
八

百
引
の
登
山
遊
歩
道
を
登
り

つ
め
る
と
丸
山
展
望
台
が
あ

り
、
羊
蹄
山
や
ニ
セ
コ
連
峰
、

積
丹
半
品
内
や
内
浦
湾
の
向

こ
う
側
室
副
地
球
岬
が

一
望

の
も
と
に
見
渡
せ
る
。

1
 
4
 
[
 

美
利
河
駅
か
ら
十
キ
ロ
入
っ

た
高
原
に
駐
車
助
が
あ
り
、

温
泉
ま
で
の
山
路
は
約
七
百

灯
。
珍
し
い
プ
ナ
並
木
や
眼

下
の
渓
流
を
楽
し
み
な
が
ら

ま
族
迎
れ
で
気
軽
に
ハ
イ
キ

ン
グ
で
き
る
。
秋
の
燃
え
る

よ
う
な
紅
葉
も
す
ば
ら
し
い
。

自然休養林に指定

... 

タもやに包まれ静かなたたずまいの美利河混泉、 111ftにふさわし
くランプの灯がともる。山菜とりや登山のあとはひtふる椿ひ'て汗

を流「。盟百に流れ出るj畳んだ渇はここちよく疲れをいやす元

日、1 12月

一一一
営
林
署
で
は
、
林
道
沿
い
に
桜
、
ン
ラ
カ
パ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ト
ド
マ
ツ
な
ど
毎
年
植
樹
。

H

自
棋
休
養
林
N

の
表
玄
関
と
し
て
楽
し
み
だ
9

問itis号線

美利河-二股自然休養林の見取図

凡

( 5 ) 



慎
重
な
判
断
一色
注
意
を
一
一

夏
と
ま
つ

た
く
ち
が
う
道
路
条
件

安
全
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
交
通
事
故
が
心
配
な
季
節
。
年

の
瀬
が
押
し
つ
ま
る
と
交
通
量
も
ふ
え

人
の
心
も
気
ぜ
わ
し
く
な
り
、
と
も
す

れ
ば
速
度
オ
ー
バ
ー
や
、
わ
き
み
運
転
、

追
突
な
ど
の
交
通
事
故
が
噌
え
て
き
ま

す
。
ま
た、

飲
酒
巡
転
に
よ
る
悲
惨
主

死
亡
事
故
が
年
末
年
始
の
交
通
事
故
の

特
徴
で
す
。
縦
し
か
る
べ
き
お
正
月
休

み
に
一

家
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た

と
い
う
悲
劇
が
毎
年
数
多
く
見
ら
れ
る

も
の
で
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
お
互
い
に
「ゆ

っ
く
り」

「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て
交
通

ナ

置皇i盟ヨ盛孟玉置

冬
の
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

冬
の
路
面
は
、

積
雪
や
凍
結
な
ど
道

路
条
件
が
夏
場
と
ま
っ

た
く
遮

っ
て
い

ま
す
。
と
く
に
凍
結
し
た
路
面
で
の
巡

転
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
悦
虫
な
判
断

と
注
意
が
必
要
で
す
。

安
全
な
運
転
で
冬
型
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
運
転
者
は
次
の
こ
と
を
確
実
に
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
雪
道
で
は
ス
ノ
l
タ
イ
ヤ
を
哲
哉
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

路
面
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
か
チ

/ 
自

春勃戸
の与主

利公
用園
を が
Jし、 主主

管誠

子
供
と
ち
が
安
心
し
て
自
転
車
に

乗
れ
る
遊
び
場
を
l
と
市
街
地
の
み

な
さ
ん
の
願
い
が
み
の
り
、

十
一

月

末
、
利
別
川
畔
に
楽
し
そ
う
な
『自
転

車
公
閲
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
交
通
安
全
恥
進
委
員

会
が
今
金
幡
西
側
の
河
川
敷
地
、
八

広
を
固
か
ら
占
有
許
可
を
受
け、

工

事
費
百
七
十
万
円
を
か
け
て
、
自
転

高
く
な
る
保
険
税

医
療
費
を
節
約
し
よ
う

わ
た
し
た
ち
が
お
低
行

さ
ん
に
か
か

っ
た
と
き
の

費
用
は
、
ま
ず
、
そ
の
と
き
か
か
っ
た

す
べ
て
の
対
的
三
割
を
わ
た
し
た
ち
自

身
で
窓
口
で
支
払
い
ま
す
。
そ
し
て
妓

η
の
七
削
は
保
険
占

(今
世
川
)
が
支

払
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
保
険
者
が
支
払
う
七
割
は
、
国

の
れ
担
す
る
分

(四

五

別
)
と
わ
た

し
た
ら
が
納
め
て
い
る
保
険
制
問

(二

瓦
刈
)
で
ま
か
主
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
お
医
者
さ
ん
に
支

払
わ
れ
る
お
金
(
医
療
問
)
は
、
実
は

続
可
ふ
え
て
い
る
の
で
す
。
医
療
院
が

ふ
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
限
り
あ

る
国
保
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
主

り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば

国
保
と
い
う
制
度
が
崩
陥
悼
の
位
機
に
直

而
す
る
こ
と
に
岳
り
、
そ
れ
は
さ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
た
め

に
は
、
な
ん
ら
か
の
惜
世
会
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
自
身
の

1lJ

負
担
と
な
る
1
1
1
1
1し

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と

わ
た
し
た
ち
に
直
接
か
か
わ
り
め
う
保

険
税
の
値
上
げ
と
い
う
こ
と
で
す
。
国

保
財
政
が
不
足
し
た
均
A
H
に
は
、
地
点

税
法
に
基
づ
い
て
保
険
税
を
引
卜
げ
て

補
う
た
て
ま

Z
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
負
担

の
増
止
と
な
る
と
い
う
ニ
と
で
す
。

医
療
費
の
節
約
を

考
え
よ
う

問
削
刊
凶
九
年
に
は
二
度
に
わ
た
り
医

師町
伐
の
値
上
げ
が
あ
り
、
川
保
の
支
払

う
医
療
品
川
は
グ
ン
と
ふ
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
疋
か
ら
と
い
っ
て
被
保

険
者
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
の
保
険
税
を

む
や
み
に
ふ
や
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
は
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
で
事
業
を
連
日百
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
、
常
に
そ
の
他
全
さ
を
保
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ

.. 
冬の交通安全運動

12月21日-12月30日

ヱ

ン

を

者
装
す
る。

マ
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
急
加
速、

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は
ス
リ

ヌ
プ
を
起
こ
し
危
険
な
の
で
や
め
る
。

マ
曲
り
角
や
下
り
坂
は
エ
ン
ジ
ン
プ
レ

キ
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
す
。

ブ
レ
ー
キ
は
一

度
に
踏
み
込
ま
ず
、

車
コ
ス
と
花
庖
を
造
っ
た
も
の
。

自
転
車
コ
!
ス
は
、
外
周
五
五

O

M
と
内
面
コ
l
ス
一
四
三
れ
に

5
型

や
制
い
道
幅
の
訓
練
コ
ス
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
前
方
は
、
色
と
り

ど
り
の
古
タ
イ
ヤ
を
並
べ
た
十
一
ー
刀

所
の
花
壇
で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
会
や

団
体
が
維
持
管
理
を
受
け
持
つ
の
で

容
に
は
す
ば
ら
し
い
現
境
と
な
り
ま

す
。
川
側
に
は
防
護
さ
く
も
で
き
、

こ
れ
な
ら
お
母
さ
ん
た
ち
も
安
心
で

し
ょ
う
l
と
、
関
係
者
は
来
年
の
利

用
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
が
医

僚
貨
を
節
約
す
る
と
い
う
再
え
を
持
つ

必
盟
が
あ
り
ま
す
。

マ
ム
ヲ
使
い
は
な
い
だ
ろ
う
か

忠
占
は
三
訓
を
負
担
守
る
だ
け
で
よ

い
と
い
う
気
安
さ
の
た
め
に
、
な
ん
で

も
な
い
よ
う
な
こ
と
i
l
l
た
と
え
ば
.

疲
れ
た
か
ら
と
か
、
ち
ょ
っ
と
ク
ン
ヤ

ミ
が
山
た
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

お
侠
白
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る
而
は
寺

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
反
対
に
、

e

」じ

ら
せ
て
し
ま
い
、
長
則
の
僚
提
を
必
要

と
し
生
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま
で
放
置
し

て
い
た
り
し
て
な
い
で
し
ょ
う
か
ワ

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
医
鋭
校
の
ム
ダ
仰

い
に
通
じ
ま
す
。

日
制
気
は
早
く
発
見
し
て

Ha〈
治
す

と
い
う
の
が
正
し
い
態
度
で
す
。
ほ
ん

と
う
に
訓
チ
が
必
い
と
き
は
む
医
丹
さ

ん
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
寺
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
日
ご
ろ
か
ら
規
則
正
し
い
生

活
を
し
、
ま
た
、
少
々
の
こ
と
で
は
へ

こ
た
れ
な
い
よ
う
な
体
づ
〈
り
を
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

マ

「く
す
り
好
曹
の
国
民
性
」
を

改
め
よ
う

国
保
の
支
払
う
医
療
伐
の
う
ち
薬
代

町
内
め
る
訓
A
H
は
お
よ
そ
存
分
で
す
。

こ
れ
は
、
高
価
な
薬
が
保
険
で
使
え
る

こ
と
や
医
療
の
制
度
そ
の
も
の
の
欠
点

に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

な
に
よ
り
も
私
と
ち
が
「
薬
好
き
」
の

何
回
も
ポ
ン
ピ
ン
グ
を
し
な
が
ら
踏

み
込
む
の
が
コ

y
。

マ
各
道
で
の
停
止
距
離
は
互
の
三
倍
か

ら
六
倍
に
も
な
り
ま
す
。
ス
リ
y
プ

を
計
算
し
て
安
全
な
距
離
を
保
つ
。

三
な
い
運
動
を
展
開
し
よ
う

H

飲
酒
運
転
を
絶
減
し
よ
う
“
を
ス

ロ
ー
ガ

ン
に
‘
十
二
月
二
十

一
日
か
ら

三
十
日
ま
で
、
車
、
の
交
通
安
全
道
民
総

ぐ
る
み
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

十
二
月
は
な
に
か
と
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
H

悲

劇
へ
の
道
H

。
道
路
の
悪
条
件
の
も
と

で
は
な
お
さ
ら
事
故
を
起
こ
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
事
政
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み

で
飲
酒
運
転
に
対
す
る
監
視
に
つ
と
め

①

飲
ん
だ
ら
乗
ら
在
い
。

②

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
。

③
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
。

の
コ
ニ
な
い
速
動
」
を
み
ん
主
で
実
行

し
キ
&
'
し
ょ
F

フ。

歳
末
の
犯
罪
を
ふ
せ
ご
う

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
歳
末
に
は
い

ろ
い
ろ
な
犯
叫
が
多
く
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も

一
ん
ひ
と

り
が
気
を
つ
け
て
犯
罪
の
被
害
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
外
出
す
る
と
き
は
戸
締
り
を
完
全
に

マ
駐
車
す
る
自
動
車
の
中
に
は
武
重
品

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
錠
を
す
る

マ
押
売
り
の
不
用
な
品
物
は
キ
y
パ
リ

師
わ
り
ま
し
ょ
う
一
。
b 

恒
抗
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
訴
が
病
気
を
治
す
と

M

じ
こ
ん
で
い
て
、
薬
を
あ
り
が
た
が
る

同
氏
仰
と
い
う
よ
う
主
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
お
医
古
さ
ん
に
対
し
て
す
ら
「
O

O
の
薬
を
ド
さ
い
」
と
か
「
注
射
を
し

て
F
さ
い
」
と
盟
ポ
す
る
態
度
じ
さ
せ

て
い
る
ら
し
い
で
す
。

薬
や
注
射
を
き
め
る
の
は
お
氏
再
さ

ん
で
あ
り
、
そ
し
て
、
誕
ど
け
が
州
気

を
泊
す
の
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
も

も
ら
っ
た
薬
を
完
全
に
服
用
し
て
い
る

人
の
な
ん
と
合
企
い
こ
と
か
ノ

誕
の
ム
ダ
な
仰
い
占
申

Hnす
る
こ

と
を
時
一
え
な
む
し
ま
し
ょ
う
。

守
お
医
者
さ
ん
に
は
正
し
く
か
か
ろ
う

診
凶
聞
の
効
果
を
し
人
き
〈
す
る
の
は
、

忠
者
と
お
医
者
さ
ん
の
聞
の
人
間
関
係

で
す
。
こ
の
お
医
者
さ
ん
と
き
め
た
ら

そ
こ
に
全
幅
の
信
頼
を
お
〈
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
告
さ
ん

を
つ
く
り
、
あ
っ
ち
こ

っ
ち
へ
五
日
h

が

を
し
な
い
こ
と
で
す
。
浮
気
は
、
治
療

を
ふ
り
出
し
に
も
ど
し
、
そ
れ
だ
け
よ

け
い
な
医
療
貨
が
か
さ
む
こ
と
に
な
り

:一

。

場
d
E
A
q'
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交
通
事
故
で
の
ケ

ガ
も
健
康
保
険
で

(6) 

も
し
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
健
康
保
険
で
診
療
を

受
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
な
く
、
ケ
ガ
や
病
気
と
同
ピ
よ

う
に
健
康
保
険
が
使
え
ま
す
。

健
康
保
険
で
診
療
を
受
け
る
と
き

は
、
病
院
な
ど
の
窓
口

ι被
保
険
者

証
を
拠
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
注
意
す
る
こ
と
は

『第
三
者

行
為
に
よ
る
事
故
厨
』
を
自
分
の
加

入
す
る
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
社

会
保
険
耶
務
所
か
健
康
保
険
組
合
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
よ
り
、
健
康
保
険
か
ら
支

払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
は
加
害
者

や
自
動
車
保
険
金
社
に
損
害
賠
償
金

と
し
て
、
被
保
険
者
に
か
わ
っ
て
蹄

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
交
通
事
故
が
自
分
の
過
失

な
ど
、

第
三
者
に
よ
る
も
の
で
な
い

場
合
も
、
や
は
り
健
康
保
険
で
診
療

を
畳
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
事
故
が
故
意
の
犯
罪
行
為

な
ど
に
よ

っ
て
起
き
た
も
の
、
ま
た

業
務
上
の
事
政
と
認
め
ら
れ
た
と
き

な
ど
は
、
他
府
保
険
を
使
え
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
必
ず
笹
山
京
に
届
け
、
事
抜
現
場

の
状
況
申
証
拠
を
確
か
め
て
も
ら
い

事
故
征
明
舎
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

川

V
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

剛

健
康
診
断
H
ど
こ
か
に
耐
気
は
辛
い

州

か
と
い
う
械
究
や
診
察
は
認
め
ら

刷

れ

ま

せ

ん

。

川

，r防
注
射
予
防
接

m
H般
協
胤
、

川

町
犬
病
に

つ
い
て
は
問
先
生
の
お
そ

川

れ
の
あ
る
地
合
に
は
認
め
ら
れ
、

川

は
し
か
、
百
日
咳
は
忠
者
と
仲
間
触

川
の
あ
る
人
に
は
認
的
ら
れ
ま
す
。

州

主
梓
の
た
め
の
処
抗
や
手
術
H

川
市

川
生
活
に
支
陥
の
な
い
四
何
度
の
そ
ば

川

か
す
、
ほ
く
ろ
、
降
必
術
主
ど
。

川

そ
の
他
リ
正
出
の
妊
娠
申
分
娩
。
緑

川

済
的
脱
出
で
人
工
虹
娠
中
絶
や
遊

川

妊
手
術
。
曲
ま
ら
ぴ
を
直
す
子
術

川

マ
よ
く
な
い
こ
と
を
し
た
と
吉

川

犯
罪
を
お
か
し
て
け
が
を
し
た
と

川

か
慨
免
許
巡
転
な
ど
れ
分
で
故
在

川
，
山
に
し
た
結
県
の
け
が
や
病
気
。

川
マ
業
務
上
の
病
気
や
け
が

川

H
事
の
う
え
で
雨
気
や
け
が
を
し

川
た
と
き
は
、
現
在
補
償
保
険
の
適

川

川
を
呈
け
る
か
、
引
廿
培
法
に
従
っ

酬

て
同
主
の
れ
仰
と
な
り
ま
す
。

川
マ
特
殊
な
歯
の
治
療

酬

特
殊
な
材
料
や
高
価
な
金
凶
を
使

川

う
と
き
は
、
保
険
の
片
息
と
な
ら

"

i

 

川

な
い
も
の
も
多
い
の
で
医
附
と
相

川

談
し
て
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

川

マ

他
人
か
ら
傷
害
を
受
け
た
と
き

川

交
通
事
故
や
暴
力
主
ど

P
他
人
か

川

ら
川
同
法
を
受
け
た
と
き
。

保
険
で
受
け
ら
れ
な
い
診
察

(7) 



で
主
く
、
毎
日
の
生
活
に
も
ゆ
と
り
が

生
ま
れ
て
〈
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。
加
入
申
し
込
み
は
、
町
役
場
年
金
係

で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
制
度
は
、
お
年
寄
り
に
な

っ
た
り
、
陣
容
者
に
な
っ
て
仰
け
な
く

な
っ
た
り
、

一
家
の
働
き
手
で
あ
る
ご

主
人
を
亡
く
さ
れ
、
母
子
世
情
と
な
っ

た
よ
う
な
と
き
に
‘

一
定
の
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
の
保
聞
を
す

る
と
い
う
制
度
で
す
。

い
ま
ま
で
は
、
役
所
と
か
会
社
主
ど

に
勤
め
ら
れ
て
い
る
入
を
対
畿
と
し
た

年
金
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三

十
六
年
に
門
刷
業
や
商
庖
等
を
悩
む
自
営

業
者
を
対
鼻
と
し
た
国
民
年
金
制
度
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
川
氏
の
訓

も
が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、

二
十
政
以
上
六
十
蔵

未
湘
の
方
で
段
主
に
従
事
し
て
い
る
人

や
尚
府
主
主
ど
臼
此
業
の
方
を
加
入
対

卑
と
す
る
制
度
で
、
厚
生
年
金
と
か
共

済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は

必
ず
加
入
し
♀
け
れ
ば
♀
り
ま
せ
ん
。

ま
と
、
跡
的
人
の
奥
さ
ん
や
他
の
年

金
制
度
の
受
給
者
と
そ
の
奥
さ
ん
は
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
任
話
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
全
に
加
入
す
る
と
、

一
カ
月

千
宵
円
の
保
険
料
を
六
十
歳
に
な
る
ま

で
納
め
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
期
間
は
、
二
十
議

ナコん吉んね

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
矧
聞
で
、
年
金

を
受
け
る
権
利
が
発
生
す
る
の
は
、
ニ

ト
在
年
以
」
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
附
利
五
年
間
円

-

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
生
均
円
円

に
よ
つ
で
十
年
か
ら
二
十
四
年
の
則
間

短
紛
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

引
金
は
、
六

1
五
歳
以
l
の
方
が
受

け
る
老
齢
年
金
が
巾
心
で
す
が
、
病
気

や
ク
ガ
で
陣
容
者
に
な
っ
た
局
合
と
か

夫
に
先
立
た
れ
て
母
子

京
胞
に
な
っ
た
均
合
、

両
側
棋
を
亡
く
し
た
卜
八

歳
来
渦
の
遺
児
な
ど
に

も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

。
寸
，

q令
傾
は
、
消
吹
有

物
川
の
変
品
川
に
応
じ
て

自
動
的
に
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
将
来
、
内
令

制
の
佃
山
叫
が
減
価
し
て

生
活
に
役
立
た
わ
ゆ
い
と

い
う
よ
う
な
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
回
以

年
金
に
加
入
す
る
と
、

将
来
、
年
金
を
受
け
る

楽
し
み
が
あ
る
ば
か
り

思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う

最
近
は
「
も
の
」
に
か
と
よ
っ
た
考
え
が
は
び
こ
り
、

と
か
く
、
と
げ
と
げ
し
い
世
相
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
主
か
で
み
ん
な
が
其
に
求
め
て
い
る
も
の
は
、
お

互
に
信
頼
し
あ
い
、
普
な
と
愛
情
に
満
ち
た
あ
た
た
か
い

環
境
に
住
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
願
い
を
英
現
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
り

一
人
が
、

"
す
す
ん
で
人
に
は
親
切
を
つ
く
し
、
困

っ
て
い
る
人
に

は
手
を
か
す
H

な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
行
為
を
行
う
こ
と

が
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。

おしらせ

糠 J器製義援戦

児
童
扶
養
手
当
と
は

こ
の
制
度
は
、
父
と
生
討
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
に
対
し
て
所
得
を
保

附
す
る
給
付
で
、

一
般
的
に
ま
庭
に
お

け
る
生
計
の
主
帯
布
は
父
で
あ
る
が
、

そ
の
父
と
不
幸
に
し
て
生
活
を
と
も
に

で
き
な
い
児
童
に
つ
い
て
、
そ
の
生
活

ー

め
ぐ
ま
れ
な
い
施
設
の
お
手
伝
い
を
!
と
桧
山
北
市
二
年
の

飯
間
夫
利
子
さ
ん
、
日
名
形
事
代
子
さ
ん
、
古
畑
伝
子
さ
ん
、

木
村
民
弓
さ
ん
の
四
人
は
、
昨
年
五
円
か
ら
土
附
日
を
利
用
し

て
光
の
虫
学
悶
を
訪
問
。
手
足
の
不
自
由
な
女
子
の
入
浴
や
裁

縫
の
手
助
け
を
続
け
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
Z
T

悶
で
は
十
二
月
六

円
、
感
謝
祭
に
四
人
を
閉
山
川
し
て
刷
や
取
な
ど
を
披
減
、
と
も

に
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
ま
し
た
。
(
写
真
上
)

ま
た
、
今
金
保
育
所
の
ひ
ま
わ
り
組
の
幼
児
た
ら
二
十
人
も

日
ご
ろ
練
習
し
た
遊
戯
を
克
て
も
ら
お
う
と
、
並
巾
吋
図
と
光
の

旦
チ
閣
を
慰
問
。
お
年
よ
り
や
回
生
た
ち
は
、
美
し
〈
お
飾
っ

た
か
わ
い
い
干
供
た
ち
の
踊
り
に
鎚
ん
な
拍
手
を
送
り
、
い
つ

ま
で
も
な
ご
り
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
(
写
真
右
光
の
里
で
)

の
安
定
を
函
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
児
童
を
中
心
に

的
成
さ
れ
、
手
当
は
、
あ
く
ま
で
児
童

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
図
民
有
企
制
度
に
お
け
る
母
子

年
金
又
は
母
子
福
祉
年
金
の
よ
う
に
、

純
粋
に
母
子
状
態
に
沼
目
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
な
く
、
父
た
る
生
社
主
宰

が
引
の
実
質
的
不
布
に
在
日
し
て
い
る
。

一
方
国
民
年
金
に
お
け
る
死
別
の
付

子
世
帯
に
対
し
て
は
、
母
子
相
祉
年
金

の
制
度
が
あ
る
が
、
国
民
有
金
制
度
の

う
ら
、
拠
出
司
令
制
度
は
、
将
来
の
雌

姉
を
見
込
ん
で
保
険
料
を
拠
出
す
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
理
論
上
困
難
が
あ

る
こ
と
且
ぴ
無
拠
出
均
金
制
度
に
お
い

て
は
、
そ
れ
が
梢
完
的
年
金
に
し
て
も

経
過
的
司
令
に
し
で
も
‘
拠
山
年
金
制

民
を
前
拠
と
し
、
そ
の
体
系
の

一
環
と

し
て
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
拾

が
あ
る
。
そ
こ
で
父
の
実
目
的
不
在
と

い
う
こ
と
と
国
民
司
金
制
度
の
外
で
抗

出
す
る
こ
と
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て、

こ
の
法
律
上
の
児
蛍
に
つ
い
て
支
給
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

支
給
型
件
と
し
て
、
同
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
蛍
の
時
が
そ
の

児
蛍
を
監
泌
す
る
と
き
、
又
は
母
が
な

い
か
若
し
く
は
母
が
監
護
を
し
な
い
場

合
に
お
い
て
、
当
政
児
童
の
母
以
外
の

占
が
そ
の
児
蛍
を
諸
行
す
る
と
き
は
、

そ
の
母
又
は
そ
の
挫
打
者
に
対
し
、
山

童
扶
益
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

一
、
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

水
道
の
凍
結
に
注
意

こ
と
し
も
冷
え
こ
み
が
き
び
し
く
な

り
ま
し
た
。
例
年
に
な
る
と
多
く
の
修

m申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

お
出
か
け
の
と
き
、
お
や
す
み
前
に

は
、
戸
じ
ま
り
や
火
気
点
検
と
と
も
に

必
ず
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
水
抜
き
の
し
か
た

蛇
口
コ

y
ク
を
い
っ
ぱ
い
に
聞
き
、

水
が
白
く
あ
わ
だ
っ
て
勢
い
よ
く
出
た

ら
ハ
ノ
ド
ル
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
す
。

マ
濠

っ
た
と
き

蛇
口
か
ら
床
而
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き

ん
か
タ
オ
ル
を
巻
き
、
ヤ
カ
ン
で
熱
湯

を
か
け
十
五
分
ぐ
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
〈
と
水
が
山
ま
す
。
い
く
ら
品
渇

を
か
け
て
も
ホ
が
山
な
い
と
き
は
、
蛇

口
を
無
理
に
回
し
た
り
し
な
い
で
、
そ
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51'1' 1月 10日まてヨ
送り先=納山支庁地方部社会初

祉関へ直接提出か郵送

受験手続的〈わ Lいことは役場
福祉課か崎山支庁へ照会ください。

・道立農揖大学の学生募聾

北海道立農業大学では‘日目利151
年度の学生を取により募集します。

b学科本科{酷鹿畑作桂品イ4科)
別科(耐r.:;畑作科)

本科(高卒50名男女共宇)
別科{中卒50名 " 

1> I1修業年間 i年
t r.Þ ~};mHln 5I1:1o. 1月10EIヵ、ら 2
月10日までに出身地の品業政品
拡且所を経由して本暗に拠出

b選考方法 {!~J!i審査及び而措、
面接朗日は 2月22目、結果は3
月 5日本人に通知します。
p経費授車料は徴収しません。

本柑所在川中111郡本別町写::1111奨
~Il l 、 電話合IJ~ J;-J10

その他くわしくは、本位か段農

政品普且所にお1"1い合せくださも」

.役場、国保病院の年末年伯仲み

年末年始町役場'1豆諸は、 121'131
悶から l用 5口まで休ませていと
だきます。向かとご不便でしょう

カ人よろしくお防仙通します。

また、国保~i;，l院は止のようにな
っていますe

12月30日 勾ユ 1&.ら-f;.fc:(l会
12月31日 - 11'J 2 B 玉き
1月 3臼 午桂から休 倍
1月 4日 5回全 体
1月 6日 勾ユ1&ヵ、ら-f;.;;:(l会
1月 7臼から平市どおり

b資格

二
、
父
が
死
亡
し
た
児
童

一二
、
父
が
法
に
定
め
る
程
度
の
廃
疾
の

状
態
に
あ
る
児
童

問
、
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
盗

五
、
そ
の
他
的
各
月
に
単
ず
る
状
態
に

あ
る
児
蛍
で
政
令
で
定
め
る
も
の

以
上
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
児
盗
扶
益
手
当
の
円

相
は

一
万
五
千
六
百
円
で
す
。

(8) 

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

こ
の
制
度
は
、
国
が
、
判
紳
ま
た
は

身
体
に
近
皮
の
問
符
を
有
す
る
者
に
つ

い
て
、
特
別
児

vm扶
畳
手
当
停
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
告
の
福

祉
の
刑
逃
を
悶
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

支
給
一
世
刊
と
し
て
は
、
問
答
者
の
父

若
し
く
は
母
が
そ
の
問
害
者
を
院
議
す

る
と
缶
、
ま
た
は
父
母
が
な
い
か
岩
し

く
は
父
母
が
取
滋
し
辛
い
場
合
に
お
い

て
、
当
該
附
山
リ
告
の
父
母
以
外
の
告
が

そ
の
附
害
者
を
後
背
す
る
と
き
は
、
そ

の
父
、
若
し
く
は
母
ま
た
は
そ
の
護
育

者
に
対
し
、
特
別
児
童
扶
笹
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

手
当
円
相
は

一
万
八
千
円
で
す
。

次
の
福
祉
年
金
の

支
払
い
は

一
円
六

日

ωか
ら
で
す
。

み
ど
り
色
の
訴
汗
を
も
つ
で
い

る
方
は
全
部
で
す
。

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

の
ま
ま
に
し
て
役
場
水
道
室
か
給
水
工

事
指
定
自
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
故
障
の
見
分
け
方

ハ
ン
ド
ル
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら

な
い
、
ど
こ
か
で
シ
ュ
!
と
官
が
し
て

い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ル
が
重
く
な
っ

た
と
き
は
枕
附
で
す
。

冬
期
間
の
ゴ
ミ
収
集

こ
と
し
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
厳
冬
を
迎
え
る
用
意
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
北
部
桧
山
術
生
セ

ン
タ
ー

で
は
、
冬
山
山
間
も
全
力
を
あ
げ
て
ゴ
ミ
、

し
尿
の
収
集
に
努
め
ま
す
が
、
例
年
十

一
一
月
三
十
一
日
か
ら

一
月
四
日
ま
で
は

休
業
し
ま
す
。
こ
と
し
最
後
の
収
集
地

区
(
初
日
側
、
初
日

ω
)は
午
前
八
時

間
刷
ま
で
に
集
制
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
積
雪
と
と
も
に
ゴ
ミ
収
集
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
多
雪
の
と
き
は
除

型
車
の
通
過
後
、
収
地
車
の
は
い
り
や

す
い
均
所
に
集
制
す
る
か
、
収
集
阜
の

巡
回
時
に
出
す
よ
う
協
力
く
だ
さ
い
。

j，に

.1月の休日当番医
4目 前回医院

11日 今金町国保病院
15目 前凹医院
18日 岩 間医 院

25日 今金町田保病院

(9) 



サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
税
金

税の知議十
二
月
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
こ

と
し
一
年
間
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
を
精
算
す
る
時
期
で
す
。
税
務
署
で

は
、
次
の
よ
う
な
諸
控
除
の
申
告
を
年

末
調
整
に
間
に
合
う
よ
う
早
目
に
提
出

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

守
今
年
中
に
扶
養
親
族
企
ど
に
輿
動
が

あ
っ
た
人
は
、
そ
の
つ
ど
給
与
の
支
払

者
に
申
告
す
る
こ
と
に
な

ッ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
H
扶

養
控
除
等

(異
動
)
申
告
書

マ
自
分
で
直
接
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
抗
答
保
険
料
が
あ
る
人

は
H
保
険
料
控
除
申
告
書

マ
住
宅
を
新
築
し
た
り
腕
人
し
た
場
合

居
住
し
た
司
か

-2
ニ
旬
開
品
市
三
万
円

が
税
制
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
拍
年
、

拍
年
分
に
こ
の
控
除
を
受
け
た
人
は
H

住
宅
取
得
控
除
証
明
書

マ
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
〈
積
立
て
を

し
た
金
額
に
つ
い
て
、

一
般
の
住
宅
貯

帯
契
約
の
場
合
は
、
そ
の
年
中
に
孤
立

て
な
ど
を
し
た
金
額
の
六
%
(
最
高
三

万
円
)
、
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
契
約

の
う
ち
長
期
財
形
住
宅
貯
帯
契
約

(倒

立
期
間
七
年
以
上
の
も
の
}
に
つ
い
て

は

一
O
%
(
晶
一
品
五
万
円
)
、
そ
れ
以

外
の
財
形
住
宅
貯
搭
契
約
に

つ
い
て
は

八

%

(般
市
凶
万
円
)
を
、
税
制
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
貯
帯
先
が
発
行
す
る

住
宅
財
務
制
明
占
を
添
付
し
て
H
住
宅

貯
蓄
控
除
申
告
書

な
お
、
雑
制
使
除
や
医
療
山
町
投
除
が

受
け
ら
れ
る
人
や
、
今
年
か
ら
初
め
て

住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
入
、
ま

た
、
他
に

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
に
つ
い
て
は
、

m-年の
三
月
十
五
日

ま
で
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
源
泉
徴
収
会
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
し
た
税
金
が
、
制
的
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
人
の
確
定
巾
需
は

一
円
か
ら
受

け
付
け
し
ま
す
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

町

道

民

税

会

一期
}

国
民
健
康
保
険
税

{
六
期
}

十
二
月
二
十
五
日
ま
で

5悶農村婦人文ft~号
室の 'Itえ会に

ぎ
や
か
に
農
村
婦
人
文
化
祭

山
吉
の
ト
ヒ
附
が
年
に

一
度、

一
山
口
し
に
%
ま
っ

て
裂
し
も
う
l
と
農
村
姉
人
文
化
祭
が
十
一一
円

て
H
、
川
以
セ
ン
タ

で
約
間
百
人
が
参
加
。

今
年
は
制

vu工
尭
肢
と
し
て
手
長
一
や
占
泊
の
ほ

か
に
保
存
食
や
果
実
酒
が
出
品
さ
れ
川
町
評
だ

っ

た
。
ま
た
、
ホ
l
ル
で
は
芸
能
発
点
が
聞
か
れ

国
際
財
人
年
に
ち
な
み
歌
と
踊
り
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
で
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
。
(
写
真
?
若
妻
全
)

=広報ー

トヒ~クス
一一

幅

一時
刊
日
間
約

一
丸
闘

7
7
1
ω

一
4

百
六

一

向
河
町
四
日
い
台

一肌一一一一一一一
固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

佐

雌

直

樹

(幹
夫
一

一%
)
時

伊

雌

右

仙
(
(
自民

長
引
)
令
市

間
本
向
川
英

(花
一昨

一立
)
しみ

円

雌

帥

弔

(政れ吋

一
川
)
糊

川

悩

地

点

規

(車
文

一
立
)
末
広
川

水
肝
笑
美
千
(

H

世

間

長

虫
)
緑

町

鈴

木

問

主

(枠
M
h

長
女
)
世

田

斎
藤
み
は
る
(
忠
由
長
女
)
大
和
町

尭
行
北
海
道
今
金
町
役
場

3

総
務
企
画
課

[lOJ 

町
で
道
秀
作
美
術
展

本
道
の
第

一
線
作
家
の
作
品
を
網
ら

し
と
近
秀
作
美
術
肢
が
十

一
円
二
十
三

日
か
も
五
日
間
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
附

か
れ

ニ
U
H可
の
油
絵
か
一
勺
版
画
、
彫

刻
が
版
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
丸
き
い

展
覧
会
が
北
部
桧
山
地
方
で
聞
か
れ
た

の
は
初
め
て
な
だ
け
に
‘
各
町
村
の
主

術
愛
好
事
が
連
日
.
訪
れ
て
じ
っ
く
り

鑑
賞
し
て
い
た
。

rt

，F
6
 

山
何
本
さ
お
り

(
安

長
女
)
鈴

金

川-
V
仇

Z
トー}
 

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

事
山
故
蒋

H
K河
内
三
官
チ

判s

丘

岨
国
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

白

保

フ

デ

七

イ

六

歳

川
旭
町

山

縦

六

l
一
成

樋

川

小

沼

七

1
九

政

極

川

(t
月
分
)

き
え

ひ
て

印
刷
・
長
門
出
版
封

尭

行

田

・
ロ
・
四


	名称未設定

